
                                           2022/07/21 発行 

編集委員：深澤文晴  ,℡:  090-4542-1982, Mail:  f_fukazawa@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

の
公
明
党
は
「
こ
の
件
（
国
葬
儀
）
に
つ

い
て
党
と
し
て
コ
メ
ン
ト
し
な
い
」、
逆
に

立
憲
民
主
党
の
泉
健
太
郎
代
表
は
「
国
葬

は
そ
の
性
質
か
ら
厳
粛
に
行
う
も
の
で
あ

り
、
安
倍
元
総
理
の
ご
冥
福
を
祈
り
つ
つ

静
か
に
見
守
り
た
い
」、
国
民
民
主
党
の
玉

木
雄
一
郎
代
表
は
「
国
の
内
外
か
ら
広
く

哀
悼
の
意
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
国
葬
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
理
解
で
き
る
」。
日

本
維
新
の
会
の
松
井
一
郎
代
表
「
反
対
で

は
な
い
が
、
賛
成
す
る
人
ば
か
り
で
は
な

い
」、
そ
の
他
の
野
党
の
態
度
の
報
道
は
見

て
い
な
い
が
想
像
は
で
き
る
。
国
葬
に
つ

い
て
意
義
を
見
い
だ
せ
な
い
政
党
や
国
民

の
一
部
は
、
国
葬
で
哀
悼
と
、
敬
意
を
表

す
る
こ
と
に
何
の
た
め
ら
い
が
あ
る
の
か

筆
者
の
よ
う
な
単
細
胞
に
は
理
解
で
き
な

い
。
逆
に
「
国
葬
」
以
外
の
党
葬
と
か
合

同
葬
と
か
で
は
国
民
の
大
多
数
は
納
得
し

な
い
で
あ
ろ
う
し
、
全
世
界
か
ら
も
我
が

国
の
常
識
が
疑
わ
れ
、
安
倍
元
総
理
亡
き

後
の
世
界
に
お
け
る
我
が
国
へ
の
見
方
は

大
き
く
変
わ
り
、
安
倍
元
総
理
の
努
力
が

損
な
わ
れ
て
し
ま
う
と
筆
者
は
感
じ
る
。

こ
の
国
葬
の
根
拠
法
規
で
あ
っ
た
「
国
葬

令
」
は
昭
和
２
２
年
に
失
効
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
吉
田
元
総
理
の
国
葬
の
根
拠
と

な
っ
た
内
閣
府
設
置
法
に
基
づ
く
閣
議
決

定
を
根
拠
と
す
る
こ
と
で
可
能
と
判
断
さ

れ
た
。
こ
の
岸
田
総
理
の
表
明
（
政
府
決

定
）
は
、
総
理
の
大
英
断
と
言
え
よ
う
。 

そ
の
第
２
は
「
原
発
最
大
９
基
稼
働
」
さ
せ

る
と
い
う
決
断
で
あ
る
。 

 

７
月
１
４
日
岸
田
総
理
は
、
今
冬
の
電

力
需
給
逼
迫
を
防
ぐ
た
め
最
大
９
基
の
原

子
力
発
電
の
稼
働
を
進
め
る
方
針
を
表
明

し
た
。
現
在
稼
働
中
の
原
発
は
５
基
に
過

ぎ
な
い
。
追
加
の
４
基
を
含
む
計
９
基
は

い
ず
れ
も
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故 
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以
降
に
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規
制

基
準
の
審
査
を
パ
ス
し
た
も
の
で
あ
り
、

一
度
は
再
稼
働
を
果
た
し
た
こ
と
の
あ

る
原
発
で
あ
る
。 

 

６
月
２
７
日
東
京
電
力
管
内
に
電
力

需
給
逼
迫
注
意
報
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
原

因
は
、
太
陽
光
発
電
の
供
給
力
の
不
安
定

さ
が
原
因
で
、
予
備
率
が
１
．
２
％
ま
で

下
が
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
即
ち
、
太
陽

光
発
電
は
天
候
に
よ
り
発
電
量
が
大
き

く
左
右
さ
れ
る
弱
点
が
顕
著
に
表
れ
た

こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
筆
者
の
よ
う
な
素
人
の
目
か
ら

見
て
も
当
然
の
結
果
で
あ
る
。
今
冬
は
こ

の
よ
う
な
予
備
率
３
％
以
上
を
確
保
す

る
た
め
の
原
発
の
再
稼
働
が
決
定
さ
れ

た
こ
と
は
、
重
要
な
決
断
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
テ
ロ
対
策
施
設
の
工
事
未
完

成
の
原
発
が
冬
季
に
間
に
合
う
よ
う
な

対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
間

に
合
わ
な
け
れ
ば
政
治
的
な
責
任
が
問

わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
全
世
界
に
与
え
て

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
見
直
し
が
地

球
的
規
模
で
再
構
築
す
る
必
要
が
生
じ

る
事
態
と
な
り
、
日
本
企
業
が
参
画
し
て

い
る
樺
太
の
「
サ
ハ
リ
ン
２
」
の
石
油
・

天
然
ガ
ス
の
開
発
事
業
を
ロ
シ
ア
政
府

の
管
理
下
に
置
く
と
い
う
大
統
領
令
を

出
し
て
い
る
暴
挙
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

今
後
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を
経

済
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
の
外
交
、
安
全

保
障
戦
略
上
か
ら
も
大
々
的
に
再
検
討
、

見
直
す
事
態
と
な
っ
て
お
り
、
国
家
と
し

て
の
更
な
る
大
英
断
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。 

そ
の
第
３
は
「
防
衛
費
を
概
算
要
求
の
枠
か 

ら
外
し
対
象
外
と
す
る
」
の
処
置
で
あ
る
。

政
府
は
６
月
７
日
経
済
財
政
運
営
の
指

針
「
骨
太
の
方
針
」
を
決
定
し
、
国
際
情

勢
の
緊
迫
化
を
念
頭
に
「
外
交
・
安
全
保

障
双
方
の
大
幅
な
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
明
記
し
、
６
月
７
日
防
衛
費
に

関
し
岸
田
総
理
は
年
末
に
閣
議
決
定
す

る
国
家
安
全
保
障
戦
略
（
国
家
安
全
保
障

戦
略
、
防
衛
計
画
の
大
綱
、
中
期
防
衛
力

整
備
計
画
を
指
す
）
を
踏
ま
え
て
令
和
５

年
度
予
算
を
編
成
す
る
と
表
明
し
た
。
つ

ま
り
従
来
の
夏
の
概
算
要
求
基
準
の
対

象
か
ら
外
し
予
算
化
す
る
こ
と
を
示
唆

し
た
。 

ま
た
、
先
の
参
議
院
選
で
は
自
民
党
の

公
約
の
中
に
「
防
衛
力
に
つ
い
て
は
５
年

以
内
に
抜
本
的
に
強
化
す
る
。」
と
５
年

間
を
明
示
し
た
。
ま
た
北
大
西
洋
条
約
機

構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
が
対
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
比
で
２
％
以
上
の
防
衛
予
算
を
目

標
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
本
文
中
に
明

示
し
た
。
既
に
ド
イ
ツ
は
国
防
費
を
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
％
に
決
め
て
い
る
。
仮
に
我
が
国

が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
に
す
る
と
、
日
本
は
米

中
に
次
い
で
３
位
、
ド
イ
ツ
は
４
位
の
防

衛
予
算
と
な
る
試
算
も
あ
る
。 

求
め
ら
れ
る
我
が
国
の
新
針
路 

６
月
５
日
交
詢
社
主
催
の
「
緊
張
す
る

台
湾
海
峡
情
勢
に
日
本
は
い
か
に
対
応

す
べ
き
か
」
の
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

基
調
講
演
を
安
倍
元
総
理
が
行
っ
た
。
そ

の
中
で
「
自
国
を
守
る
た
め
の
努
力
を
し

な
い
国
に
手
を
差
し
伸
べ
る
国
は
、
世
界

中
探
し
て
も
ど
こ
に
も
な
い
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
は

安
倍
元
総
理
の
理
念
の
中
核
を
な
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
基
調
講
演
に
述
べ
ら
れ
て 

 

 

岸
田
文
雄
首
相
の
“
英
断 

” 

湘
南
支
部
長 

清
﨑 

忠
圀 

安
倍
晋
三
元
総
理
大
臣
が
、
令
和
４
年

７
月
８
日
午
前
１
１
時
半
ご
ろ
、
奈
良
市

西
大
寺
東
町
の
近
鉄
大
和
西
大
寺
駅
前
に

於
い
て
参
議
院
選
の
応
援
演
説
中
に
銃
撃

さ
れ
同
日
午
後
５
時
３
分
に
救
急
搬
送
さ

れ
た
大
学
病
院
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

国
民
の
一
人
と
し
て
心
か
ら
哀
悼
の
誠
を

捧
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

さ
て
、
ロ
シ
ア
の
大
統
領
（
プ
ー
チ
ン
）

の
言
語
道
断
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

り
、
今
や
全
世
界
の
民
主
主
義
国
家
か
ら

そ
の
愚
行
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
り
、
我

が
国
に
と
っ
て
も
多
く
の
問
題
を
抱
え
る

事
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

安
倍
元
総
理
の
逝
去
は
誠
に
惜
し
ま
れ

る
。
そ
の
意
志
を
継
い
だ
岸
田
文
雄
総
理

が
示
し
て
い
る
数
々
の
政
治
的
決
断
の

内
、
筆
者
が
英
断
と
思
っ
て
い
る
３
点
を

挙
げ
て
み
た
い
。 

そ
の
第
１
は
「
安
倍
晋
三
元
総
理
の
国
葬

儀
」
の
表
明
で
あ
る
。 

岸
田
総
理
は
７
月
１
４
日
の
記
者
会
見

で
安
倍
元
総
理
の
政
府
主
導
の
葬
儀
に
つ

い
て
、
今
秋
に
「
国
葬
」（
国
葬
儀
）
で
行

う
こ
と
を
表
明
し
た
。
大
多
数
の
良
識
あ

る
国
民
は
こ
の
表
明
に
安
堵
感
を
覚
え
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
全
世
界
か
ら
そ
の

功
績
に
、
人
柄
に
対
し
世
界
２
５
９
の

国
・
地
域
、
国
際
機
関
か
ら
２
千
件
超
の

弔
意
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
報
道
も
あ

る
。
今
や
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
安

倍
元
総
理
の
「
国
葬
」
の
報
道
は
我
が
国

国
民
の
総
意
と
し
て
全
世
界
に
伝
わ
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
な
が
ら
我
が
国
の
政
党
と
は
な

ん
と
も
不
可
思
議
な
集
団
で
あ
る
。
自
民

党
の
賛
同
は
当
然
で
あ
る
が
、
同
じ
与
党 
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練
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
が
増
え
る
こ
と

は
国
防
上
有
益
だ
。
そ
の
た
め
に
は
早
期
退

職
者
や
予
備
自
の
待
遇
（
進
学
や
国
家
資
格

取
得
な
ど
で
加
点
な
ど
）
や
社
会
的
地
位
の

向
上
は
国
防
力
向
上
の
た
め
必
要
だ
と
感
じ

る
。 自

衛
隊
と
自
治
体
と
の
協
定
や
人
員
確
保

は
も
と
よ
り
平
時
か
ら
他
国
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
、
国
防
に
関
わ
る
人
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
。
日
本
は
国
土
が
狭
く
資
源
も
限

ら
れ
、
食
料
自
給
率
も
低
く
単
独
で
は
す
ぐ

に
兵
站
が
維
持
困
難
な
環
境
で
あ
る
。
他
国

と
つ
な
が
り
の
薄
い
国
は
大
国
で
あ
っ
て
も

弱
体
化
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
小
国
や
資
源

が
少
な
く
と
も
状
況
に
よ
り
強
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
４
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
七
月
十
七
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

特
別
会
員 

 

泉
川
博
、
鈴
木
道
子
、
松
長
由
美
絵
、

日
下
部
亘
男
、 

い
る
多
く
の
理
念
は
我
が
国
の
針
路
を
示
し
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
間
も
な
く
参
議
院

選
後
の
内
閣
改
造
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
と
な

る
の
か
、
そ
れ
に
対
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
Ｅ
Ｕ
、

日
米
、
日
韓
、
日
露
、
日
中
、
日
米
豪
印
等
の

国
際
関
係
を
俯
瞰
し
、
我
が
国
の
力
強
い
前
進

を
大
い
に
期
待
し
、
新
内
閣
で
の
岸
田
総
理
の

数
々
の
英
断
に
期
待
し
た
い
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

防
衛
省
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
研
修
計
画
（
案
） 

支
部
理
事
役 
高
鹿 

治
雄 

一
般
向
け
市
ヶ
谷
見
学
ツ
ア
ー
の
概
要
と
現
在

の
募
集
状
況
に
つ
い
て 

市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
の
概
要
は
、
市
ヶ
谷
地
区
内
に

所
在
す
る
庁
舎
や
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
東
京

裁
判
）
の
法
廷
と
な
っ
た
大
講
堂
な
ど
を
移
設
・

復
元
し
た
市
ヶ
谷
記
念
館
を
見
学
す
る
も
の
で
あ

る
。
午
後
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
大
本
営
地
下

壕
跡
（
有
料
：
７
０
０
円
）
も
見
学
で
き
る
。 

受
付
時
間
：
１
３:

１
０
～
１
３:

２
０ 

見
学
時
間
：
１
３:

３
０
～
１
５:

５
０ 

（
２
時
間
２
０
分
） 

見
学
コ
ー
ス
：
正
門
→
大
本
営
地
下
壕
跡
→ 

市
ヶ
谷
記
念
館
→
厚
生
棟
→
正
門 

定
員
：
２
０
名 

今
年
度
の
当
支
部
部
隊
研
修
（
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
）

の
実
施
方
針
に
つ
い
て 

研
修
日
時
：
９
月
中
旬
を
目
標
に
①
９
／
１
６

（
金
）
、
②
９
／
３
０
（
金
）
の
２
案
に
つ
い
て
、

午
後
コ
ー
ス
定
員
２
０
名
分
を
確
保
す
る
。 

参
加
者
名
簿
：
定
員
２
０
名
と
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
特
別
会
員
を
対
象
と
し

て
参
加
希
望
者
を
募
集
す
る
。 

実
施
す
る
９
月
頃
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
に
よ
る

が
、
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
終
了
後
、
防
衛
省
市
ヶ
谷
周

辺
（
基
地
内
優
先
）
で
適
切
な
環
境
で
の
会
員
相

互
の
親
睦
会
を
計
画
す
る
。 

編
集
後
記 

７
月
８
日
、
奈
良
県
で
演
説
中
の
安
倍
晋
三

元
首
相
が
銃
撃
を
受
け
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄
稿

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・08/06（土） 

 第４回支部理事役会 

・08/17（水） 

 ８月隊友紙発送 

・09/10（土） 

 第５回支部理事役会 

・09/中旬 

 部隊研修（未定） 

・09/22（木） 

 ９月隊友紙発送 

・10/08（土） 

 第６回支部理事役会 

・10/15（土） 

 湘南・西湘支部ﾄｰｸｻﾛﾝ 

ツ
ア
ー
参
加
の
注
意
事
項
等
（
抜
粋
） 

・
警
備
の
都
合
上
、
当
日
受
付
時
に
本
人
確
認
を

行
う
た
め
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真

付
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
い
ず
れ
か
を
必
ず
持
参
す
る
必
要
が
あ

り
、
忘
れ
る
と
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。 

・
ツ
ア
ー
は
市
ヶ
谷
地
区
内
を
徒
歩
で
移
動
（
約

１
㎞
）
す
る
の
で
、
歩
き
や
す
い
服
装
か
つ
天
候

に
応
じ
て
雨
具
準
備
、
熱
中
症
対
策
等
を
お
願
い

し
ま
す
。 

【
大
本
営
地
下
壕
跡
を
見
学
さ
れ
る
皆
様
へ
の
注

意
事
項
】 

大
本
営
地
下
壕
跡
は
、
建
設
当
時
の
状
況
を
可

能
な
限
り
保
存
し
て
お
り
、
急
な
階
段
や
滑
り
や

す
い
箇
所
が
あ
る
の
で
、
足
元
に
不
安
の
あ
る
方

は
見
学
を
断
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
地
下
壕
内
で
は
安
全
管
理
の
た
め
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し
ま
す
。 

        

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

国
防
の
資
源 

支
部
理
事
役 

皷 
達
也 

日
本
の
国
土
面
積
は
世
界
で
６
１
位
（
外
務

省
ｈ
ｐ
）
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
３
位
、
軍
事
費
（
防
衛
費
）

は
９
位
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所

２
０
２
０
）、
労
働
力
に
占
め
る
兵
士
の
割
合
は

１
２
９
位
で
あ
り
土
地
は
狭
い
が
財
布
と
危
機

管
理
に
当
て
ら
れ
る
お
金
の
割
合
は
比
較
的
多

い
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
米
国
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
等
の
軍

事
同
盟
国
が
求
め
る
２
％
以
上
に
は
達
し
て
い

な
い
が
）
そ
し
て
働
け
る
人
が
少
な
い
と
い
う 

の
が
現
状
で
あ
る
。 

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
メ
リ
カ
と
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
な
ぜ
軍
事
力
も
経
済
力

も
桁
違
い
な
大
国
が
小
国
に
苦
戦
す
る
の

か
。
最
近
で
は
大
国
が
小
国
に
苦
戦
し
領
土

か
ら
追
い
出
さ
れ
る
事
例
が
多
数
み
ら
れ

る
。
共
通
す
る
の
が
ど
れ
も
大
国
が
派
兵
し

小
国
は
国
土
を
守
る
こ
と
に
専
念
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
旧
軍
が
東
南
ア
ジ

ア
に
領
土
拡
大
を
図
っ
た
際
に
兵
站
（
補
給

な
ど
）
の
脆
さ
に
つ
い
て
以
前
（
令
和
２
年

９
月
号
）
記
し
た
通
り
で
あ
る
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
単
独
で
は
ロ
シ
ア
に
対
抗

で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

国
か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
実
際
に

は
１
対
１
で
は
な
い
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

り
、
他
国
か
ら
装
備
品
や
日
用
費
な
ど
の
物

資
が
補
給
継
続
し
て
い
る
。
有
事
に
助
け
て

も
ら
う
に
は
平
時
か
ら
他
国
と
良
好
な
関
係

を
構
築
し
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
２
０

２
１
年
９
月
１
６
日
、
Ｅ
Ｕ
は
「
イ
ン
ド
太

平
洋
戦
略
」
を
公
表
し
、
中
国
の
軍
事
力
増

強
が
緊
張
状
態
を
高
め
る
と
し
Ｅ
Ｕ
が
積
極

的
に
関
わ
る
方
針
を
出
し
た
。
戦
略
文
書
の

パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
日
本
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
あ
き
ら
め

た
理
由
に
１
つ
に
自
国
の
経
済
的
疲
弊
も
あ

り
、
経
済
的
な
兵
站
が
安
定
し
続
け
な
い
と

戦
争
は
継
続
で
き
な
い
。
こ
れ
は
攻
め
る
側

だ
け
で
な
く
専
守
防
衛
で
も
同
様
で
あ
る
。 

 
働
き
手
の
確
保
も
重
要
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

一
般
人
や
専
門
職
を
総
動
員
や
採
用
年
齢
を

上
げ
る
処
置
を
し
た
。
自
衛
隊
も
採
用
年
齢

を
３
２
歳
ま
で
上
げ
、
常
備
・
予
備
自
隊
員

と
も
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
有
事
に

一
か
ら
教
育
す
る
よ
り
経
験
者
が
増
え
た
方

が
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
、
予
備
役
の
存
在
や
訓 

 

 
大講堂 

市ヶ谷記念館 


